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INTERVIEW No.26
ダイヤオフィスシステム株式会社

ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
事
業

「
総
務
の
困
っ
た
！
」を
解
決
す
る

会
社

ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
事
業
内
容
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
は
「
オ
フ
ィ
ス
の
困

っ
た
」「
総
務
部
門
の
困
っ
た
」「
情
報
シ
ス
テ
ム
の

困
っ
た
」
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
す
る
総
合
商

社
で
す
。
取
扱
商
品
は
、
コ
ピ
ー
機
の
販
売
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
備
品
サ
プ
ラ
イ
か
ら
、
文
書
管
理
、

入
退
室
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
Ｉ
Ｔ
基
盤
構
築
、
オ
フ
ィ

ス
移
転
、
そ
れ
に
伴
う
オ
フ
ィ
ス
の
設
計
・
施
工

ま
で
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
コ
ピ
ー
機
は
、
昭

和
49
年
の
設
立
当
初
か
ら
の
取
り
扱
い
で
、
現

在
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
系
を
得
意

と
し
て
い
ま
す
。
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座
れ
る
」「
椅
子
に
肘
掛
け
が
つ
く
」
な
ど
の
特
典

が
得
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
オ
フ
ィ
ス
家
具
を
役
職
で
区
別
す
る

の
は
一
長
一
短
で
す
。
管
理
職
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
一
方

で
オ
フ
ィ
ス
維
持
管
理
の
費
用
が
か
さ
み
ま
す
。

島
型
レ
イ
ア
ウ
ト
で
オ
フ
ィ
ス
維
持
管
理
の
費

用
が
か
さ
む
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

例
え
ば
島
型
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
、
社
員
が
課

か
ら
課
へ
異
動
す
る
た
び
に
、
着
席
位
置
も「
島
」

か
ら
「
島
」へ
移
動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
び
に
、
電
話
、
電
気
、
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
電
設

ま
わ
り
の
付
け
替
え
も
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
仮
に
課
長
が
三
人
増
え
た
場
合
、
肘

掛
け
つ
き
の
椅
子
や
幅
広
の
机
を
新
た
に
三
つ

買
う
必
要
が
生
じ
ま
す
し
、
新
課
長
三
人
が
そ

れ
ま
で
使
っ
て
い
た
椅
子
や
机
は
ど
こ
か
に
し
ま

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
は
ど
の
会
社
で
も
、
昔
に
比
べ
て
組
織

変
更
が
頻
繁
に
生
じ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

職
位
を
備
品
の
形
状
や
机
配
置
で
表
現
す
る
島

型
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
維
持
コ
ス
ト
面
に
お
い
て
不

適
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

で
は
、
ど
ん
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
レ
イ
ア
ウ
ト
が
良
い
と
考
え
ま

す
。
ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
で
は
、
お
客
様

に
は
原
則
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
レ
イ
ア
ウ
ト
の

採
用
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
※
２
）
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
レ
イ
ア
ウ
ト
と
い
う
の
は
、
机

の
配
置
や
椅
子
の
形
状
に
、
権
限
関
係
を
反
映

さ
せ
な
い
レ
イ
ア
ウ
ト
で
す
。
机
や
椅
子
の
形
状
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社
員
数
は
１
５
４
名
（
※
１
）
。
東
京
本
社
の
他
、

大
阪
、
横
浜
、
名
古
屋
に
拠
点
が
あ
り
ま
す
。

｠
オ
フ
ィ
ス
移
転
の
コ
ツ

こ
の
事
例
の
読
者
に
と
っ
て
も
「
オ
フ
ィ
ス
移

転
」は
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
、「
オ
フ

ィ
ス
移
転
」に
つ
い
て
知
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
知

識
が
あ
れ
ば
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
オ
フ
ィ
ス
移
転
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
知
っ

て
お
い
た
方
が
良
い
知
識
」と
し
て
は
、
例
え
ば
、

次
の
三
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

1
オ
フ
ィ
ス
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
、
社
内
の
職
位
を

反
映
さ
せ
る
と
コ
ス
ト
高
に
な
る
。

2
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
も
一
長
一
短
で
あ
る
。

3
オ
フ
ィ
ス
移
転
で
は
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
設
計
が

重
要
。

オ
フ
ィ
ス
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
、

社
内
の
職
位
を
反
映
さ
せ
る
と

コ
ス
ト
高
に
な
る

順
番
に
お
伺
い
し
ま
す
。
オ
フ
ィ
ス
移
転
に
関

し
て
知
っ
て
お
い
た
方
が
良
い
知
識
そ
の
１「
オ

フ
ィ
ス
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
、
社
内
の
職
位
を
反
映
さ

せ
る
と
コ
ス
ト
高
に
な
る
」
と
は
具
体
的
に
は
。

日
本
企
業
の
机
配
置
の
形
と
し
て
は
、
課
ご

と
に
机
を
群
集
さ
せ
て
「
島
」
を
作
り
、
そ
の
島

の
端
の
部
分
に
管
理
職
の
席
が
あ
る
と
い
う
「
島

型
対
向
レ
イ
ア
ウ
ト
」
が
一
般
的
で
す
。
管
理
職

に
な
る
と
、「
部
下
よ
り
も
一
回
り
大
き
い
机
に

24
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※1 社員154名は、営業が約50名、カスタマ・サービス・エンジニア兼営業が約70名。管理部門その他が約30名とい
う構成です。

※2 ダイヤオフィスシステム自身も、社内のレイアウトはユニバーサル・レイアウトです。

ダイヤオフィスシステムの社内はユニバーサル・レイアウト
ダイヤオフィスシステムのオフィス設計事例。木製の引き戸を開けることにより、
空間調整が可能となっている。
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オ
フ
ィ
ス
移
転
で
は

Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
設
計
が
重
要

オ
フ
ィ
ス
移
転
に
関
し
て
知
っ
て
お
い
た
方
が

良
い
知
識
そ
の
３
「
オ
フ
ィ
ス
移
転
で
は
Ｉ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
設
計
が
重
要
」
と
は
、
具
体
的
に
は
。

オ
フ
ィ
ス
移
転
で
重
要
な
の
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト

や
デ
ザ
イ
ン
等
目
に
見
え
る
華
や
か
な
部
分
で

は
な
く
、
む
し
ろ
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
Ｗ
Ａ
Ｎ
な
ど
Ｉ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
設
計
の
部
分
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
の
場
合
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
と
は
、
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
層
の
こ
と
で
は
な
く
、
ス
イ
ッ
チ
、

ル
ー
タ
等
と
い
っ
た
機
器
を
含
ん
だ
Ｖ
Ｌ
Ａ
Ｎ
の

設
計
や
セ
グ
メ
ン
ト
分
け
等
と
、
オ
フ
ィ
ス
床
下

の
Ｌ
Ａ
Ｎ（
Ｗ
Ａ
Ｎ
）の
物
理
的
な
実
配
線
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
計
を
指
し
ま
す
。

床
下
ケ
ー
ブ
ル
の
設
計
は
難
し
い
こ
と
な
の

で
す
か
。
素
人
考
え
で
は「
机
の
配
置
が
決
ま
っ

た
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
ケ
ー
ブ
ル
を
這
わ
せ
て

終
わ
り
」の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

机
の
配
置
が
引
越
後
も
ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
机
に
合
わ
せ
て

ケ
ー
ブ
ル
を
這
わ
せ
て
終
わ
り
で
す
。

し
か
し
、
大
半
の
会
社
組
織
は
毎
年
の
よ
う

に
形
を
変
え
ま
す
。
レ
イ
ア
ウ
ト
も
そ
の
度
に

変
わ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
組
織
の
変
化
に
対
応

で
き
る
「
柔
軟
さ
」
を
最
初
か
ら
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

設
計
や
床
下
ケ
ー
ブ
ル
設
計
に
盛
り
込
ん
で
お

か
な
い
と
、
レ
イ
ア
ウ
ト
が
変
わ
る
度
に
、
床
を

は
が
し
て
配
線
を
張
り
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。

組
織
が
ど
う
変
わ
ろ
う
と
も
、
基
本
配
線
は

変
え
な
く
て
良
い
、
そ
う
い
う
段
取
り
の
良
い
設

27

Ashisuto customers' opinions

Vol.9

は
、
管
理
職
も
一
般
社
員
も
同
じ
で
す
。
課
ご
と

に
「
島
」
を
作
る
の
で
は
な
く
、
業
務
効
率
の
向

上
を
基
準
に
机
や
備
品
を
均
等
に
配
置
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
さ

ら
に
推
し
進
め
た
も
の
と
し
て
、
社
員
の
座
席
を

固
定
し
な
い「
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
・
レ
イ
ア
ウ
ト
」が

流
行
し
て
い
ま
す
が
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
も
一

長
一
短
が
あ
り
ま
す
。

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
も
一
長
一
短

「
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
も
一
長
一
短
」
と
は
。

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
す
る
と
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
や

社
員
人
数
分
の
携
帯
電
話
端
末
な
ど
、
従
来
の

オ
フ
ィ
ス
・
レ
イ
ア
ウ
ト
で
は
発
生
し
な
い
初
期

コ
ス
ト
が
そ
れ
な
り
に
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
や
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ
、
内
部
統
制
な
ど
を
社
内
に

浸
透
さ
せ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
「
書
類
の
保

管
手
順
、
保
管
場
所
」
を
厳
格
に
定
義
、
管
理

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
社
員
が
あ
ち

こ
ち
出
歩
け
る
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
で
は
、
書
類
保

管
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
そ
れ
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と

は
、
通
常
の
オ
フ
ィ
ス
・
レ
イ
ア
ウ
ト
に
比
べ
て
難

し
く
な
り
ま
す
。

あ
る
会
社
で
は
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
採
用
後
も
、

社
員
が
特
定
の
席
に
書
類
を
積
み
上
げ
て
か
ら

退
社
し
、
翌
日
も
そ
の
場
で
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
で
は
フ
リ
ー
ア
ド
レ

ス
に
し
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
ペ
ー
ス
効
率
も
思
う
ほ
ど
は
向
上
し
な
い
な

ど
、
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
は
難
易
度
の
高
い
レ
イ
ア

ウ
ト
で
す
。
導
入
す
る
際
に
は
、「
何
を
目
的
に

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
す
る
の
か
」
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
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「フリーアドレスも一長
一短です」林氏

「オフィス移転は IT 基
盤見直しの好機です」
矢本氏
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コ
ピ
ー
機
は
３
〜
５
年
の
リ
ー
ス
契
約
で
納

入
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
乗
り
換
え
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
各
社
の
営
業
担
当
が

総
務
部
門
に
通
い
ま
す
。
こ
れ
は
営
業
の「
攻
め
」

の
側
面
で
す
。

一
方
、
コ
ピ
ー
機
を
納
入
し
た
側
の
営
業
は
、

せ
っ
か
く
入
れ
た
商
品
が
他
社
に
乗
り
換
え
ら

れ
な
い
よ
う
、
普
段
か
ら
総
務
部
門
に
頻
繁
に

顔
を
出
し
、
人
間
関
係
の
パ
イ
プ
を
太
く
し
て
総

務
の
人
と
「
良
好
な
関
係
を
作
る
」
必
要
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
営
業
の「
守
り
」の
側
面
で
す
。

総
務
部
門
と
「
良
好
な
関
係
を
作
る
」に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
で
す
か
。

総
務
の
人
に
好
か
れ
る
に
は
、
相
手
に
と
っ
て

「
役
に
立
つ
存
在
」「
好
ま
し
い
存
在
」
に
な
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
」
と
「
幅
広
い
知
識
」「
調
べ
る
力
」
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

総
務
部
門
は
、
社
内
で
最
も
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が
求
め
ら
れ
る
部
署
で
あ
り
、
総
務
の
人
は
概

し
て「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」「
察
す
る
力
」
が

高
い
方
々
で
す
。
そ
う
し
た
方
々
は
、
会
話
す

る
相
手
と
し
て
の
営
業
担
当
者
に
も
高
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
求
め
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
総
務
は
会
社
内
で
「
幅
広
い
知
識
」
を

求
め
ら
れ
る
部
署
で
す
の
で
、
接
す
る
こ
ち
ら

側
に
も
同
様
の
知
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

時
々
総
務
の
人
か
ら
「
最
近
よ
く
耳
に
す
る

○
○
っ
て
、
何
な
の
？
」
と
質
問
が
来
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
特
に
Ｉ
Ｔ
系
は
変
化
が
激
し
く
略

語
が
氾
濫
す
る
た
め
、
総
務
の
人
た
ち
も
新
し

く
耳
に
す
る
言
葉
が
多
く
、
自
社
の
情
報
シ
ス

テ
ム
に
は
直
接
聞
け
な
い
よ
う
な
こ
と
も
、
ダ
イ
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計
が
理
想
で
す
。（※
３
）
。

コ
ピ
ー
機
は
、
乗
り
換
え
ら
れ

や
す
い
商
材

続
い
て
、
ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
営
業

面
の
特
徴
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
営
業
先
は
、
主

に
総
務
部
門
で
す
。
総
務
部
門
と
お
取
引
が
始

ま
る
初
商
材
は
コ
ピ
ー
機
が
多
い
の
で
す
が
、
コ

ピ
ー
機
の
営
業
は
な
か
な
か
の
激
戦
で
す
。

商
材
と
し
て
の
コ
ピ
ー
機
は
、
第
一
に
高
額
で

あ
る
、
第
二
に
チ
ャ
ー
ジ
料
な
ど
の
継
続
的
な
売

上
も
期
待
で
き
る
、
第
三
に
操
作
方
法
も
各
社

ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
乗
り
換
え
が
容
易
、
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。「
高
価
で
あ
る
が
ゆ
え
に
競
争

相
手
が
多
く
乗
り
換
え
も
簡
単
な
の
で
、
営
業

合
戦
が
熾
烈
に
な
る
」
商
品
が
コ
ピ
ー
機
で
す
。

コ
ピ
ー
機
の
営
業
は
、
人
間
的
で
ド
ロ
ド
ロ
し

た
世
界
で
す
。
コ
ピ
ー
機
と
不
動
産
仲
介
は
、

総
務
部
門
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
営
業
の
双
璧
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
熾
烈
な
営
業
合
戦
に
お
い
て
は
、

「
攻
め
と
守
り
」の
両
面
の
意
味
に
お
い
て
ル
ー

ト
営
業
が
有
効
に
な
り
ま
す
。

総
務
部
門
へ
の
営
業
に
は
、

ル
ー
ト
営
業
が
必
須

「
熾
烈
な
営
業
合
戦
に
お
い
て
、
攻
め
と
守
り

の
両
面
で
ル
ー
ト
営
業
が
有
効
に
な
る
」
と
は
、

具
体
的
に
は
。
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「総務部門への営業に
は、良好な人間関係が
求められます」都築氏

※3 ダイヤオフィスシステムでは、ネットワークサポートを行う専門部署を設けています。約10名がネットワークサポート専
任で勤務しています。
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「
ル
ー
ト
営
業
と
案
件
営
業
の
連
携
・
連
動
」

は
、
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
と
お
考
え
で
す
か
。

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」「
活
動
報
告
」「
案
件
管
理
」

の
三
要
素
を
「
案
件
」
あ
る
い
は
「
顧
客
」で
紐
付

け
で
き
れ
ば
、「
ル
ー
ト
営
業
と
案
件
営
業
の
連

携
・
連
動
」
が
可
能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
詳
し

く
は
次
の
通
り
で
す
。

1
営
業
マ
ン
が
お
客
様
先
に
行
く
。

→

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
」へ
の
入
力

2
お
客
様
先
に
行
っ
た
。
案
件
を
発
見
し
た
。

あ
る
い
は
案
件
が
進
展
し
た
。

→

「
案
件
進
捗
（
案
件
営
業
管
理
）
」へ
の

入
力

ル
ー
ト
営
業
と
案
件
営
業
を
連
携
・
連
動
さ
せ
る
た
め
の
コ
ン
セ
プ
ト

3
お
客
様
先
に
行
っ
た
。
し
か
し
案
件
の
発

見
・
進
捗
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

→

「
活
動
報
告
（
ル
ー
ト
営
業
管
理
）」へ
の

入
力

上
記
の
入
力
で
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
「
顧
客

名
」
で
串
刺
し
検
索
す
れ
ば
「
顧
客
関
係
管
理

（
Ｃ
Ｒ
Ｍ
）」
が
実
現
し
ま
す
。
一
方
、「
案
件
」で

串
刺
し
検
索
し
た
場
合
は「
案
件
管
理（
Ｓ
Ｆ
Ａ
）」

が
実
現
し
ま
す
。
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ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
営
業
担
当
者
に
気
軽
に

相
談
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
回
答

を
調
べ
て
的
確
な
答
え
を
お
返
し
す
れ
ば
、
相

手
に
と
っ
て「
役
立
つ
存
在
」に
な
れ
ま
す
。

コ
ピ
ー
機
か
ら
入
っ
て
、

オ
フ
ィ
ス
移
転
を
受
注
す
る

こ
の
よ
う
に
総
務
部
門
へ
の
営
業
に
は
、
頻
繁

に
訪
問
を
繰
り
返
し
「
役
立
つ
存
在
」で
あ
る
こ

と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
ル
ー
ト
営
業
」
が
必
須
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ル
ー
ト
営
業
を
繰
り
返
す
な

か
で
、
総
務
部
門
が
管
轄
す
る
業
務
で
最
も
大

き
な
案
件
で
あ
る
「
オ
フ
ィ
ス
移
転
」
を
受
注
で

き
れ
ば
理
想
の
展
開
で
す
。

こ
の
オ
フ
ィ
ス
移
転
と
い
う
案
件
を
確
実
に
獲

得
す
る
に
は
、
ま
ず
「
も
う
す
ぐ
オ
フ
ィ
ス
移
転

が
あ
る
」
と
い
う
情
報
を
逃
さ
ず
に
キ
ャ
ッ
チ
し

た
り
、
移
転
の
話
が
出
た
ら
声
を
か
け
て
も
ら

え
る
よ
う
な
関
係
を
築
い
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、
恒
常
的
・
継
続
的
な

日
頃
の
お
付
き
合
い
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

我
々
は
「
コ
ピ
ー
機
か
ら
入
っ
て
、
オ
フ
ィ
ス
移

転
を
受
注
す
る
」
と
表
現
し
ま
す
が
、
こ
れ
は

「
ル
ー
ト
営
業
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
、
大
規
模

案
件
を
獲
得
す
る
」
と
い
う
営
業
体
制
を
象
徴
し

て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
に
ア
シ
ス
ト
か
ら
ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー

を
導
入
し
た
の
は
、「
ル
ー
ト
営
業
と
案
件
営
業

の
連
携
・
連
動
」
を
目
指
し
て
の
こ
と
で
す
。
現

在
は
社
員
１
５
４
名
全
員
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー
に
は
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
は
加
え

ず
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
設
定
変
更
の
み
で
活
用
し
て

い
ま
す
。
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スケジュール、案件管理、活動報告の連携概念図

スケジュール 

案件／商談 

活動報告 

E 

日時／場所 
顧客会社名 
顧客担当者名 
訪問目的 

進捗状況の更新 

活動実績の入力 
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ま
ず
「
海
外
製
Ｓ
Ｆ
Ａ
は
候
補
か
ら
外
す
」
と

い
う
基
準
を
設
け
ま
し
た
（
※
４
）
。
海
外
の
Ｓ
Ｆ
Ａ

は
「
案
件
追
求
型
」
な
の
で
、
総
務
部
門
と
じ
っ

く
り
付
き
合
う
よ
う
な
「
ル
ー
ト
営
業
」の
管
理

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

同
様
の
理
由
に
基
づ
き
、
日
本
製
の
有
名
な
Ｓ

Ｆ
Ａ
で
あ
っ
て
も
「
案
件
追
求
型
」の
製
品
は
候

補
か
ら
外
し
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
日
本
製
の
Ｓ
Ｆ
Ａ

６
製
品
が
比

較
検
討
の
対
象
と
し
て
残
り
ま
し
た
（
※
４
）
。

製
品
選
定
の
要
件

そ
の
６
製
品
を
ど
の
よ
う
に
し
て
比
較
検
討

さ
れ
た
の
で
す
か
。

６
製
品
の
比
較
検
討
の
プ
ロ
セ
ス
は
以
下
の
通

り
で
す
。

1
社
内
で
Ｓ
Ｆ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
さ
せ

る
。

2
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
内
で
要
件
を
定
義
。

3
定
義
し
た
要
件
は
一
覧
表
に
ま
と
め
て
候

補
６
社
に
渡
す
。

4
６
社
す
べ
て
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し

て
も
ら
う
。

5
そ
れ
を
経
営
企
画
室
お
よ
び
現
場
営
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
が
「
採
点
」
す
る
。

Ｓ
Ｆ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
菅
原

様
が
担
当
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
、
シ
ス
テ
ム
担
当

者
で
は
な
く
、
営
業
経
験
の
長
い
菅
原
が
担
当

し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｆ
Ａ
は
、
第
一
線
の
営
業
が
製
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ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー
の
導
入
と

以
前
の
営
業
支
援
シ
ス
テ
ム

ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ウ
ェ
ブ
ハ

ロ
ー
導
入
以
前
は「
ル
ー
ト
営
業
と
案
件
営
業
の

連
携
・
連
動
」
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
た
の
で

す
か
。

１
９
７
４
年
の
会
社
創
立
か
ら
２
０
０
１
年
ま

で
は
、
紙
で
営
業
日
報
を
書
い
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
紙
の
集
積
で
は
、
検
索
が
不
可
能
で
す
。

顧
客
と
お
付
き
合
い
が
長
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど

管
理
が
大
変
に
な
り
、
顧
客
関
係
管
理
も
案
件

管
理
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
０
１
年
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア

（L
otu
s
N
otes

、
以
下N

otes

）を
導
入
し
ま
し

た
。
し
か
しN

otes
で
は
、「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
」
と
「
活
動
報
告
（
日
報
）」
は
別
々
の
機
能
で

あ
り
、互
い
の
関
連
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
日
報
の
デ
ー
タ
量
が
増
え
る
に
つ
れ
て
、

動
作
が
重
く
な
る
こ
と
も
問
題
で
し
た
。
特
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
の
細
い
支
店
か
ら
利
用
し

よ
う
と
し
た
場
合
、
重
す
ぎ
て
実
用
不
可
能
な

状
態
で
し
た
。

２
０
０
７
年
にN

otes

の
保
守
契
約
が
切
れ

る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
機
会
に
Ｓ
Ｆ
Ａ

＆

Ｃ

Ｒ
Ｍ
の
製
品
選
定
を
根
本
か
ら
見
直
す
こ
と
に

決
め
ま
し
た
。

海
外
製
Ｓ
Ｆ
Ａ
と
案
件
追
求
型

Ｓ
Ｆ
Ａ
は
候
補
か
ら
外
し
た

Ｓ
Ｆ
Ａ
の
製
品
選
定
に
あ
た
り
、
何
を
基
準

に
さ
れ
ま
し
た
か
。
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※4 Notesの継続利用も候補に残しました。

21_38ダイヤOS.qxd  08.11.27  1:50 PM  ページ32



35

Ashisuto customers' opinions

Vol.9

品
選
択
か
ら
詳
細
設
計
ま
で
担
当
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
方
針
か
ら
、
過
去
に
大
型
案
件
を
多

数
担
当
し
、
ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
営
業

を
熟
知
し
て
い
た
菅
原
が
抜
擢
さ
れ
た
の
で
す
。

候
補
６
社
に
渡
し
た
要
件
（
説
明
を
希
望
す

る
ポ
イ
ン
ト
）は
表
１
の
通
り
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終
了
後
に
採
点
を
集
計

し
た
と
こ
ろ
、
ア
シ
ス
ト
の
ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー
と
も
う
一

社
が
最
終
候
補
と
し
て
残
り
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
内
で
再
び
協
議
し
た
結
果
、
ウ
ェ
ブ

ハ
ロ
ー
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

ア
シ
ス
ト
の
組
織
力
を
評
価

ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー
は
、
最
終
候
補
に
残
っ
た
製
品

と
比
べ
て
何
が
良
か
っ
た
の
で
す
か
。

ア
シ
ス
ト
は
も
う
一
社
に
比
べ
て
、
会
社
の
体

制
が
相
対
的
に
優
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ウ
ェ

ブ
ハ
ロ
ー
を
最
終
的
に
選
ん
だ
理
由
で
す
。

ア
シ
ス
ト
は
、
販
売
体
制
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
お
い
て
営
業
担
当
者
や
Ｓ
Ｅ
が
独
立
し
て
活

動
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
互
い
が
有
機
的
に
組

織
化
さ
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
商
社
と
い
う
業
態
に
も
、
会
社
と

し
て
の「
引
き
出
し
の
多
さ
」
を
感
じ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｆ
Ａ
は
購
入
し
て
終
わ
り
の
商
品
で
は
な

く
、
む
し
ろ
導
入
し
て
か
ら
社
内
に
浸
透
さ
せ
、

真
に
使
い
こ
な
す
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
商
品

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
が
あ
る
会
社
と
付
き
合
う
べ
き
だ
と
考
え
ま

し
た
。

「
ア
シ
ス
ト
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
（
引
き
出
し
の

多
さ
）」
を
実
感
で
き
た
例
は
あ
り
ま
す
か
。
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■案件営業型とルート営業型が共存できるか
（現状）案件を立てて、その案件に対する活動報告を残すタイプと、案件ではないが活動報告

を残すタイプがある。
（補足）案件営業型の他にルート型、御用聞き型の営業スタイルもあり、両方のタイプが同じ

顧客に対して発生する。

■顧客の会社名が変わったり、当社の営業担当が変わった場合の処理（手間）は
（現状）文書単位で修正するものが多く、かなり手間がかかる。
（補足）弊社内での組織改編や担当変更が多く、修正の手間が多いと採用は難しい。

■データベースは何年分通しで見られるか
（現状）徐々に重くなってくるので、1年分をアーカイブして別DBとして保存。
（補足）Notesでは、案件情報、活動報告を年単位でアーカイブしており、継続案件以外は数

年分を通して見ることができない。

■予実の数値管理はどこまでできるのか
（現状）「売上見込金額」「粗利見込金額」「負担金」等の項目はあるが、「予算」という概念はな

く対比ができない。
（補足）新しいSFAでは「売上見込金額」「粗利見込金額」「負担金」等、これに加え「他部署

への振替」項目と「予算との対比」を追加したい。

■スケジュールとSFAの相関関係は
（現状）現行ではNotesのアドオン・アプリケーションを使っているが、リンクしていないので、日

報へ「次回訪問予定」を入れてもスケジュールには反映しない。
（補足）一体化していることが望ましい。

■携帯からのスケジュール確認は可能か
（現状）外出先からのスケジュール確認はできない。
（補足）社員へ支給している携帯のモデルは、au。

■スケジューラーで、会議室予約や備品の管理は可能か
（現状）会議室予約や備品の管理が可能。
（補足）今回のSFAでも必須。

■基幹システムとの連携は可能か
（現状）連携不可。顧客情報も別々に入力している。
（補足）顧客情報や実績は基幹システムと共有したい（基幹システムから取り込みたい）。

■ワークフロー機能は持っているか。もしくは後から追加できるか
（現状）現機能にはない。
（補足）今回は、SFAのグループウェア機能に取り込めるワークフローを希望。各種申請や交

通費精算、出張旅費精算など一般的な書式のみ使用。

■SFAの中で、顧客に提出した「提案書」とリンクを張れるか
（現状）別DBに「提出資料」があるが、あまり利用されていない。
（補足）ファイルサーバ内の顧客別フォルダ内のファイルとリンクさせたい。リンクしていること

が日報の中で明確に判るようにしたい。

■データベースの内容を任意にCSV等の汎用的な形式で書き出し可能か
（現状）書き出し可能。
（補足）新しいSFAでも必須。

■ポータル画面はあるか
（現状）現機能にはない。
（補足）上司コメントやスケジュール、ワークフローの申請承認依頼の有無を、SFAの1つの画

面で確認したい。

■概算金額はいくらか
（補足）SFA、ワークフロー、基幹連携等、できるだけ項目別に分解して提示してほしい。

表1 候補6社に渡した要件
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「
顧
客
マ
ス
タ
の
二
重
化
」の
問
題
は
、
ア
シ
ス

ト
の
提
案
に
よ
り
解
決
し
ま
し
た
。

か
つ
て
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
顧
客
マ
ス
タ
を

N
otes

と
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
二
重
管
理
し
て
い
ま

し
た
。
顧
客
マ
ス
タ
が
複
数
存
在
す
る
と
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
に
も
時
間
が
か
か
り
、
入
力
ミ
ス
や
変
更

忘
れ
と
い
っ
た
理
由
で
顧
客
名
の
整
合
性
が
取
れ

な
く
な
る
た
め
、「
顧
客
名
」で
串
刺
し
検
索
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は「
使
え
る
Ｓ
Ｆ
Ａ

＆

Ｃ
Ｒ
Ｍ
」を
構
築
す
る
上
で
致
命
的
な
こ
と
で
す
。

ア
シ
ス
ト
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「D

ataSpider

と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
う
と
、
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
Ｓ

Ｆ
Ａ
の
顧
客
マ
ス
タ
を
夜
間
バ
ッ
チ
で
同
期
を
取

れ
る
」
と
提
案
が
あ
り
、
問
題
の
解
消
に
至
り

ま
し
た
。
こ
の
仕
組
み
は
ア
シ
ス
ト
自
身
も
使
っ

て
い
る
と
知
り
、
安
心
で
き
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー
を
導
入
し
て
、

何
が
変
わ
っ
た
か

ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
ダ
イ
ヤ

オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
の
営
業
は
何
が
変
わ
り
ま
し

た
か
。

常
に
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
、
お
客
様
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
入
れ
替
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
旧

シ
ス
テ
ム
で
で
き
て
い
た
こ
と
は
当
然
新
シ
ス
テ

ム
で
も
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
で
き
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
実
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ウ
ェ
ブ
ハ
ロ
ー
は
こ
の
要
求
を
満
た
し
て
く
れ
ま

し
た
。
現
場
の
営
業
も
、
ス
ト
レ
ス
な
く
使
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
10
年
は
持
ち
こ
た
え
る
こ

と
の
で
き
る
「
営
業
活
動
の
基
盤
」
が
確
立
し
た
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「共に、ワンストップサ
ービスが提供できる会
社を目指しましょう」
菅原氏

と
考
え
ま
す
。

今
後
の
期
待

ア
シ
ス
ト
へ
の
今
後
の
期
待
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

ダ
イ
ヤ
オ
フ
ィ
ス
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
も
「
総
務

の
困
っ
た
」
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
す
る
商
社

と
し
て
さ
ら
に
進
歩
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

ア
シ
ス
ト
に
は
、「
情
報
シ
ス
テ
ム
の
困
っ
た
」

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
商

社
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ

て
提
案
を
続
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
希
望
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
互
い
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

ダイヤオフィスシステム株式会社

本　社：東京都港区北青山一丁目2番3号青山ビル4階
設　立：1974年9月28日
資本金：1億円
社員数：154名（2008年6月1日現在）
U R L：http://www.doscorp.co.jp/

事業内容

オフィス移転・リニューアルからオフィスセキュリティ、ネットワーク・通信機器、
コピー機・複合機・FAX、オフィス用品までオフィスのことならすべてワンストップ対応。

会社概要
corporate profile
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ダイヤオフィスシステム様へのご支援を通じて、営業情報の共有や顧客情報の管理の重要性

を改めて認識することができました。

オフィスのことならすべてワンストップでサービスを展開されているダイヤオフィスシステム様では、

人との接点を継続的に大切にされており、皆様へ快適なオフィス空間をご提供されています。

私達は、今回の営業支援システムが利用部門へ浸透し、人にやさしい快適なシステムとして

稼働し続けるよう、ツールのサポートを通じて、ご支援を続けたいと思います。

現在、ダイヤオフィスシステム様でご利用いただいている製品、サービス

■営業支援システム／ウェブハロー

■リレーショナルDB／Oracle

■ データ連携ツール／DataSpider

ダイヤオフィスシステム様支援メンバー
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